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社
会
福
祉
法
人
は
法
人
税
や
固
定
資
産
税

等
が
非
課
税
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
現
在
、

こ
れ
を
見
直
し
て
課
税
し
よ
う
と
い
う
議
論

が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

い
ま
、
な
ぜ
、
社
会
福
祉
法
人
へ
の
課
税

な
の
か
。
有
識
者
等
の
解
説
を
基
に
課
税
に

と
も
な
う
影
響
や
、
こ
れ
か
ら
の
課
題
を
考

え
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
議
論
の
経
緯

　

平
成
23
年
７
月
７
日
、
日
本
経
済
新
聞
に

｢

黒
字
た
め
込
む
社
会
福
祉
法
人｣

と
の
記

事
が
掲
載
さ
れ
た
こ
と
が
、
今
回
の
課
税
の

論
議
の
発
端
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
記
事
以
降
、
厚
生
労
働
省
、
財
務
省

等
が
調
査
を
行
い
、
社
会
福
祉
法
人
の
決
算

の
状
況
を
各
種
審
議
会
等
で
明
ら
か
に
し
て

き
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
８
月
、
社
会
保
障
制
度
改
革
国

民
会
議
（
会
長　

清
家
篤
慶
応
義
塾
長
）
は
、

｢

社
会
福
祉
法
人
に
つ
い
て
は
（
中
略
）
非

課
税
扱
い
と
さ
れ
て
い
る
に
ふ
さ
わ
し
い
、

国
家
や
地
域
へ
の
貢
献
が
求
め
ら
れ
て
お

り
、
低
所
得
者
の
住
ま
い
や
生
活
支
援
な
ど

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る｣

と
提
起
。

　

介
護
保
険
制
度
以
前
の
介
護
事
業
は
、
法

人
税
法
上
の｢

請
負
業｣

で
あ
っ
た
も
の
の
、

｢

国
又
は
地
方
公
共
団
体
の
事
務
処
理
委
託

で
実
費
で
あ
る
も
の
を
除
く｣

と
さ
れ
て
お

り
、
措
置
事
業
で
あ
っ
た
介
護
は
、
非
課
税

の
取
扱
い
を
受
け
て
き
ま
し
た
。

　

介
護
保
険
制
度
導
入
以
後
は
、
介
護
事
業

は
法
人
税
法
上
の｢

収
益
事
業｣

の
う
ち
、

医
療
保
健
業
に
位
置
付
け
ら
れ
、
原
則
的
に

は
課
税
対
象
と
な
り
ま
す
が
、
社
会
福
祉
法

人
が
行
う
介
護
事
業
に
つ
い
て
は
、｢

社
会

福
祉
法
第
22
条
に
規
定
す
る
社
会
福
祉
法
人

が
行
う
医
療
保
険
業
等
一
定
の
も
の
を
除
く｣

と
の
政
令
に
よ
り
、
課
税
対
象
か
ら
除
外
さ

れ
、
引
き
続
き
非
課
税
の
扱
い
と
な
っ
て
い

た
も
の
で
す
。

内
部
留
保
と
は
何
か

　

今
回
、
問
題
と
な
っ
て
い
る｢

内
部
留
保｣

で
す
が
、
こ
れ
は
具
体
的
に
何
を
指
し
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。
８
月
11
日
に
開
催
さ
れ

た
「
社
会
福
祉
法
人
へ
の
課
税
に
関
す
る
研

修
会
」（
講
師　

宮
内
眞
木
子
税
理
士
事
務

所
所
長　

宮
内
眞
木
子
氏
）
の
講
義
を
基
に

考
え
て
い
き
ま
す
。

　

全
国
老
人
福
祉
施
設
協
議
会
（
全
国
老
施

協
）
が
会
員
施
設
に
対
し
て
行
っ
た
調
査
に

よ
り
作
成
し
た
、
平
均
貸
借
対
照
表
（
平
均

定
員
約
86
・
５
人
、
資
料
１
）
に
よ
る
と
、

内
部
留
保
（
４
４
０
，
４
５
４
千
円
）
の
内

訳
は
、①｢

施
設
整
備
補
助
金
償
却
累
計｣

（
次

期
繰
越
活
動
収
支
差
額
の
一
部
）、
②｢

措
置

制
度
繰
越
金
の
残
り
（
積
立
金
の
う
ち
介
護

保
険
制
度
導
入
前
に
保
有
し
て
い
た
も
の
）｣

、

③｢

介
護
保
険
事
業
利
益
累
計｣

（
介
護
保

民
間
と
競
合
し
て
い
る
も
の
（
例
え
ば
社
会

福
祉
法
人
が
実
施
す
る
介
護
事
業
）
に
つ
い

て
は
、
そ
の
取
扱
い
に
つ
い
て
見
直
し
が
必

要
で
あ
る｣

と
し
ま
し
た
。

　

社
会
福
祉
法
人
が
行
う
事
業
へ
の
課
税
が

導
入
さ
れ
る
場
合
、
財
務
省
は
12
月
を
目
途

に
必
要
な
制
度
改
正
に
着
手
す
る
と
見
ら

れ
、
社
会
福
祉
法
人
の
存
在
意
義
を
根
幹
か

ら
揺
る
が
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

社
会
福
祉
法
人
が
非
課
税
と
な
っ
て

い
る
根
拠

　

こ
こ
で
い
わ
れ
て
い
る｢

イ
コ
ー
ル
フ
ッ

テ
ィ
ン
グ｣

と
は
、
介
護
事
業
や
保
育
事
業

に
つ
い
て
、
ニ
ー
ズ
の
増
大
に
対
応
す
る
た

め
、
社
会
福
祉
法
人
だ
け
で
は
な
く
、
民
間

の
一
般
企
業
の
参
入
を
進
め
よ
う
と
す
る

中
、
法
人
税
等
の
非
課
税
等
の
社
会
福
祉
法

人
に
対
す
る
優
遇
的
な
取
扱
い
を
止
め
、
一

般
企
業
と
同
じ
（
イ
コ
ー
ル
）
取
扱
い
に
す

べ
き
で
は
な
い
か
と
い
う
考
え
方
で
す
。

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
介
護
事
業

は
、
平
成
12
年
の
介
護
保
険
制
度
の
導
入
時

か
ら
、
そ
れ
ま
で
の
行
政
の
委
託
を
受
け
て

行
う｢

措
置｣
か
ら
利
用
者
と
の｢

契
約｣

に
よ
る
事
業
へ
と
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
行
う
仕

組
み
が
変
わ
り
ま
し
た
。

　

次
い
で
、
財
務
省
の
財
政
制
度
等
審
議
会

財
政
制
度
分
科
会
（
会
長　

吉
川
洋
東
京
大

学
大
学
院
教
授
）
は
平
成
26
年
５
月
、｢

社

会
福
祉
法
人
に
つ
い
て
は
、
原
則
非
課
税
の

税
制
優
遇
措
置
や
補
助
金
の
交
付
等
に
よ
り

財
政
上
優
遇
さ
れ
て
い
る
上
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
の
収
支
状
況
は
他
産
業
と
比
較
し

て
も
極
め
て
良
好
で
あ
り
、
巨
額
の
内
部
留

保
の
存
在
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。（
中
略
）

介
護
職
員
の
処
遇
改
善
が
求
め
ら
れ
て
い
る

の
で
あ
れ
ば
、
ま
ず
は
社
会
福
祉
法
人
等
に

お
い
て
内
部
留
保
を
活
用
し
、
処
遇
改
善
を

図
っ
て
い
く
方
策
を
講
ず
る
べ
き
で
あ
る｣

と
す
る
な
ど
、
社
会
福
祉
法
人
の
内
部
留
保

の
使
途
に
言
及
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
意
見
を
背
景
に
、
内
閣
府
税

制
調
査
会
の
法
人
課
税
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

グ
ル
ー
プ
（
座
長　

太
田
弘
子
政
策
研
究
大

学
院
大
学
教
授
）
は
５
月
、｢

多
様
な
事
業

主
体
が
参
画
す
る
介
護
事
業
と
保
育
事
業
に

つ
い
て
、
イ
コ
ー
ル
フ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
観
点

か
ら
見
直
す
必
要
が
あ
る
。｣

と
提
起
。
税

制
調
査
会
（
会
長
、
中
里
実
東
京
大
学
大
学

院
教
授
）
は
６
月
、｢

法
人
税
の
改
革
に
つ

い
て｣

の
報
告
で
、｢

特
定
の
事
業
者
が
行

う
場
合
に
非
課
税
と
さ
れ
て
い
る
事
業
で
、

あ
り
方
を
問
い
直
す

集特

社
会
福
祉
法
人
の
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に
参
入
す
る
多
様
な
事
業
体
が
採
用
し

て
い
る
そ
れ
ぞ
れ
の
会
計
の
考
え
方
に

つ
い
て
、
そ
の
細
か
な
部
分
の
摺
り
あ

わ
せ
も
踏
ま
え
た
比
較
が
十
分
で
な
い

状
態
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
が
、既
に
、

国
の
規
制
改
革
会
議
や
政
府
税
制
調
査

会
で
様
々
な
指
摘
が
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
状
を
正
し
く

認
識
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
働
き

か
け
を
行
う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
こ
の
こ
と
に
付
随
し
て
指

「社会福祉法人会計基準」による特別養護老人ホームの平均貸借対照表
（平成25年₃月31日現在）（単位：千円）

（例：３億円の大規模修繕費を 20年で積立てる場合＝ 15,000 千円／年）

険
制
度
導
入
後
の
積
立
金
と
次
期
繰
越
活
動

収
支
差
額
の
一
部
）
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
内
、
約
70
％
を
占
め
る
①｢

施
設
整

備
補
助
金
償
却
累
計｣

（
平
均
額
３
０
３
，

４
２
３
千
円
）
は
、
行
政
か
ら
補
助
金
を
受

け
て
建
設
し
た
施
設
の
減
価
償
却
費
が
仕
訳

さ
れ
た
金
額
で
あ
り
、
現
金
と
し
て
存
在
す

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
預
金
と
し
て

存
在
す
る
の
は
、
内
部
留
保
と
い
わ
れ
る

も
の
の
う
ち
の
約
30
％
に
あ
た
る
１
３
７
，

０
３
１
千
円
と
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
貸
借
対
照
表
上
の
現
金
預
金
は

１
９
０
，
９
０
３
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
社
会
福
祉
法
人
の
設
立
に
際
し
て
は
、

概
ね
２
～
３
か
月
程
度
の
運
転
資
金
（
現
金

　

平
均
６
３
，
３
０
０
千
円
）
を
第
３
号
基

本
金
と
し
て
寄
附
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
お
り
、
こ
の
寄
附
に
よ
る
運
転
資
金
も

常
に
保
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
預
金
と

し
て
実
在
す
る
内
部
留
保
は
、
こ
の
現
金
預

金
か
ら
運
転
資
金
を
差
し
引
い
た
１
２
７
，

６
０
３
千
円
と
な
り
、
当
初
問
題
視
さ
れ
た

１
施
設
当
た
り
４
０
４
，
４
５
４
千
円
の
約

３
分
の
１
の
額
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
こ
の
１
２
７
，
６
０
３
千
円
は
介

護
保
険
制
度
開
始
か
ら
約
13
年
間
の
累
計
の

数
字
で
あ
り
、単
純
に
年
数
で
割
り
返
す
と
、

単
年
度
の
平
均
黒
字
額
は
、
現
預
金
ベ
ー
ス

で
９
，
８
１
５
千
円
と
な
り
ま
す
。

厳
し
い
財
務
状
況

　

さ
ら
に
、
会
計
検
査
院
が
平
成
25
年
10
月

に
厚
生
労
働
省
に
対
し
て
指
摘
し
て
い
る
通

り
、
多
く
の
施
設
で
は
、
将
来
の
施
設
の
大

規
模
改
修
や
建
て
替
え
等
に
備
え
た
目
的
積

立
金
が
積
立
て
ら
れ
て
い
な
い
現
状
に
あ

り
、
検
査
院
の
指
摘
に
沿
っ
て
、
目
的
積
立

金
を
計
画
的
に
積
み
立
て
た
り
、
現
在
、
経

営
上
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
福
祉
人
材
の
確

保
を
目
的
に
職
員
の
待
遇
改
善
の
た
め
人
件

費
を
さ
ら
に
支
出
す
る
こ
と
と
す
る
と
、
単

年
度
の
繰
越
金
は
、
さ
ら
に
少
額
と
な
り
、

単
年
度
収
支
と
し
て
は
、
む
し
ろ
厳
し
い
財

務
状
況
と
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
か

ら
す
る
と
、｢

黒
字
（
内
部
留
保
）
を
貯
め

こ
ん
で
い
る｣

と
い
う
指
摘
は
、
そ
の
基
と

な
っ
た
考
え
方
を
精
査
し
直
す
必
要
が
あ
り

ま
す
。

法
人
税
課
税
の
他
へ
の
波
及

　

今
回
は
法
人
税
の
課
税
に
つ
い
て
議
論
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
仮
に
法
人
税
が
課

税
と
な
っ
た
場
合
、
他
に
非
課
税
と
な
っ
て

い
る
税
金
等
に
つ
い
て
も
、
課
税
の
議
論
が

進
む
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

前
述
の
と
お
り
、
社
会
福
祉
法
人
は｢

黒

字
を
貯
め
こ
ん
で
い
る｣
と
い
う
指
摘
と
は
逆

に
非
常
に
厳
し
い
財
務
状
況
で
あ
り
、
さ
ら

に
税
負
担
が
加
わ
る
と
、
施
設
の
存
続
そ
の

も
の
が
危
う
く
な
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
、
高
齢
者
に
か
か
る
介
護
保

険
事
業
を
と
ら
え
て
議
論
が
進
ん
で
い
ま
す

が
、
こ
れ
が
課
税
と
な
れ
ば
、
社
会
福
祉
法

人
が
行
う
介
護
保
険
事
業
を
非
課
税
と
す
る

考
え
方
を
援
用
し
て
い
る
、
障
が
い
者
福
祉

事
業
に
つ
い
て
も
、
課
税
と
さ
れ
る
こ
と
が

危
惧
さ
れ
ま
す
。

今
回
の
議
論
の
問
題
点
と
こ
れ
か
ら
の

取
組
み

　

今
回
の
議
論
は
、
介
護
に
か
か
わ
る
事
業

借方科目 金　額 貸方科目 金　額
流動資産 291,916 流動負債 53,039
　現金預金 190,903 固定負債 195,490
　未 収 金 73,915 　（うち設備資金借入金） 165,085
　そ の 他 27,098 純 資 産 953,623
固定資産 910,235

　 基 本 金
170,854

　土　　地 152,996 （３号基本金
63,300千円含む）

　建　　物 607,050
　国庫補助金等特別積立金 342,315　構造物等 33,279

　そ の 他
116,910

（積立預金
12,625千円含む）

　積立金（内移行時積立金
12,625） 87,041 （内部留保）

440,454　次期繰越利益 353,413
資産合計 1,202,151 負債・純資産合計 1,202,152

内部留保の内訳
類　　　型 金　額 資産・預金の裏付け

施設設備補助金償却累計 303,423 無し（仕訳上の金額であり預金の裏付けなし）
措置制度繰越金の残り 12,625（会計基準に基づく積立預金）
介護保険制度開始以降の累計利益 124,406（現金預金等）

合　　計 440,454

現存預金 − ① ＝ ② 単年度の内部留保増加額※③
190,903 63,300 127,603 9,816

※�①平均定員における設
立時３号基本金となる
寄付金想定額（当面の
運転資金相当額）
※�②上記の①寄付金（当
面の運転資金）等を除
く現預金ベースの内部
留保（介護保険開始か
らの 13年間の累計額）
※�③単年度の預金の裏付
けを伴う利益（大規模
修繕・建替え等積み立
てるべき資金を含む）

３号基本金（63,300）他

預金として現存
124,406
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そ
も
そ
も
社
会
福
祉
法
人
は

社
会
事
業
を
行
う
公
益
法
人
と
し

て
、
行
政
に
代
わ
っ
て
社
会
福
祉

事
業
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
設
立

さ
れ
た
も
の
で
す
。
そ
れ
に
よ
り

介
護
保
険
制
度
に
お
け
る
利
用
者

負
担
額
の
減
免
、
生
活
困
窮
者
の

支
援
の
取
組
み
な
ど
、
今
日
ま
で

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
機
能
を
担
っ

て
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
歴
史
的
位
置
づ
け
に

反
し
て
、
非
課
税
措
置
を
市
場
原

理
の
み
で
廃
止
す
る
こ
と
を
見
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

社
会
保
障
制
度
改
革
国
民
会
議

で｢

非
課
税
扱
い
さ
れ
て
い
る
に

相
応
し
い
、
国
や
地
域
へ
の
貢
献

が
求
め
ら
れ
る
べ
き｣

と
指
摘
さ

れ
ま
し
た
。

今
後
も
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
主
た

る
担
い
手
と
し
て
県
民
の
期
待
に

応
え
る
に
は
、
今
一
度
、
経
営
者

自
身
が
法
人
経
営
の
あ
り
方
を
問

い
直
し
、
社
会
福
祉
法
人
制
度
の

原
点
に
還
っ
た
、
高
い
公
益
性
の

発
揮
が
強
く
求
め
ら
れ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

明
治
期
の
東
北
大
凶
作
の
惨
状

を
見
か
ね
て
孤
児
院
・
養
老
院
を

創
設
し
た
岩
手
の
福
祉
の
先
駆
者

の
小
原
源
八
氏
の
取
組
み
（
現
・

社
会
福
祉
法
人
小
原
慶
福
会
）や
、

み
ち
の
く
み
ど
り
学
園
（
社
会
福

祉
法
人
岩
手
愛
児
会
）
の
設
立
な

ど
に
今
一
度
心
を
傾
け
な
が
ら
、

制
度
化
さ
れ
た
社
会
福
祉
事
業
を

行
う
だ
け
で
な
く
、
生
活
困
窮
者

の
生
活
支
援
や
地
域
の
福
祉
課
題

に
幅
広
く
対
応
し
、
地
域
の
信
頼

と
支
援
を
得
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

利
益
を
第
一
義
と
し
な
い
こ
と

を
、
法
人
役
員
が
意
識
す
る
こ
と

も
大
切
か
と
思
い
ま
す
。

地
域
貢
献
に
つ
い
て
は
も
っ

と
力
を
注
ぎ
、
例
え
ば
地
域
の
法

人
間
で
協
力
し
あ
い
、
共
同
で
地

こ
れ
ま
で
国
民
の
福
祉
を
支

え
て
き
た
歴
史
な
ど
の
実
態
を
軽

視
し
た
社
会
福
祉
法
人
へ
の
課
税

の
議
論
は
、｢
内
部
留
保
金｣

の

存
在
や｢

財
務
諸
表
等
の
ネ
ッ
ト

公
開
の
不
十
分
さ｣

｢
地
域
貢
献

に
資
す
る
事
業
の
整
理
と
位
置
づ

け
の
明
確
化｣

な
ど
が
問
題
点
と

な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
全
国
老
施
協
・
老
施

協
総
研
が
毎
年
調
査
し
報
告
す
る

域
創
生
に
つ
な
が
る
よ
う
な
事
業

を
創
出
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま

す
。
主
体
的
な
情
報
公
開
の
取
組

み
や
、
社
会
福
祉
事
業
に
と
ど
ま

ら
な
い
公
益
的
な
実
践
は
急
務
と

思
っ
て
い
ま
す
。

｢

収
支
状
況
等
の
報
告
書｣

で
は
、

多
く
の
施
設
は
将
来
の
大
規
模
改

修
や
建
て
替
え
等
に
備
え
た
目
的

積
立
金
が
な
さ
れ
て
い
な
い
現
状

に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
福
祉
人
材
確
保
の
た

め
に
人
件
費
を
さ
ら
に
支
出
す
る

と
、
単
年
度
黒
字
額
は
む
し
ろ
厳

し
い
状
況
と
な
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
厚
生
労
働
省
は

｢
社
会
福
祉
法
人
の
在
り
方
等
検

討
会｣

報
告
書
で
、
法
人
運
営
の

透
明
性
の
確
保
と
ガ
バ
ナ
ン
ス
の

構
築
、
地
域
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
公

益
事
業
の
実
施
な
ど
、
法
人
事
業

体
と
し
て
の
一
層
の
前
進
・
改
革

を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
超
高
齢
社
会
の

社
会
福
祉
水
準
を
引
き
上
げ
て
い

く
た
め
に
も
、
県
高
齢
協
に
加
わ

る
会
員
施
設
全
体
で
、
課
税
に
係

る
問
題
点
を
正
し
く
認
識
し
、
議

論
に
積
極
的
に
参
画
し
て
い
た
だ

き
、
課
税
化
を
阻
止
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
各
施
設
の
理
念
に
沿
っ

て
、
今
後
求
め
ら
れ
る
社
会
福
祉

法
人
の
姿
を
探
り
な
が
ら
、
例
え

ば
県
高
齢
協
全
体
で｢

基
金｣

を
設

立
し
、
地
域
貢
献
に
資
す
る
事
業

を
進
め
る
な
ど
、
様
々
な
取
組
み

が
考
え
ら
れ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

課
税
化
を
阻
止
す
る
全
国
老

施
協
の｢

こ
れ
か
ら
の
介
護
と
福

祉
を
守
る
１
，
０
０
０
人
集
会｣

（
９
月
25
日･

東
京
都
）
に
は
、
県

内
か
ら
約
50
人
が
参
加
し
ま
す
。

これまで培ってきた社会福祉法人の
信頼をさらに高める

摘
さ
れ
た
事
項
に
、
真
摯
に
対
応
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
地
域
貢
献
に
資
す
る
事
業
の

整
理
と
位
置
付
け
の
明
確
化
や
、
生
活
困
窮

者
な
ど
へ
の
支
援
を
積
極
的
に
行
う
こ
と
、

中
長
期
的
資
金
計
画
の
作
成
と
計
画
に
基
づ

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
同
時
に
、
将
来
の
大
規
模
修
繕
や

建
て
替
え
資
金
と
し
て
、
当
然
に
保
有
す
る

べ
き
積
立
金
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確

認
し
た
上
で
、
こ
れ
ら
の
地
域
貢
献
に
関
す
る

事
業
計
画
を
予
算
化
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

化
法
等
の
法
律
の
見
直
し
や
、
共
通
ル
ー
ル

の
明
確
化
等
が
必
要
な
も
の
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
地
域
で
培
っ
て
き
た
社

会
福
祉
法
人
の
信
頼
を
さ
ら
に
高
め
、
よ
り

よ
い
サ
ー
ビ
ス
提
供
と
地
域
貢
献
が
で
き
る

よ
う
、
で
き
る
こ
と
か
ら
取
組
み
を
進
め
て

く
目
的
積
立
金
の
積
立
て
、
そ
し
て
こ
れ
ら

を
網
羅
し
た
中
長
期
の
法
人
の
経
営
計
画
の

策
定
、
分
か
り
や
す
い
財
務
諸
表
の
作
成
と

公
表
を
含
め
た
い
わ
ゆ
る
取
組
み
の｢

見
え

る
化｣

な
ど
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
組
み
の
ほ
か
、
補
助
金
適
正

岩
手
県
社
会
福
祉
法
人
経
営
者
協
議
会
会
長

社
会
福
祉
法
人
み
ち
の
く
協
会
理
事
長

関
口 

知
男 

氏

高
い
公
益
性
を
踏
ま
え
た

実
践
の
促
進

岩
手
県
高
齢
者
福
祉
施
設
協
議
会
会
長

特
養
ホ
ー
ム
さ
く
ら
の
郷
施
設
長

渡
辺 

均 

氏

こ
れ
か
ら
の
介
護
と
福
祉
を

守
る
た
め
に
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